


政務活動調査研究報告書 

報告者 向井 千尋 

日時・場所 2018年 12月 8日（土）午後 1時～2時 丹波認知症疾患医療センター 

調査研究名 医療相談や鑑別診断等の通院状況や地域への認知症理解等の啓発活動の現状」につい

て 

 

 

〇センター長、福井辰彦医師、吉良相談員に聞き取り 

・認知症の相談、診断件数 

 Ｈ29年度診断実績：39件 

  〃  相談実績：251件（丹波市 178件、篠山市 46件、ほか 27件） 

 

・診断による認知症状の内訳 

 ⇒アルツハイマー型が 39件のうち 6～7割を占める。 

 

・相談の主な内容 

 ⇒近年は、認知症の可能性を感じている方からの相談が増えているとともに、運転

免許の返納についての相談も増えてきている。 

 

・行政との連携 

 ⇒認知症対策ネットワーク会議（年 1回）、こころの相談、連絡会等 

 

・医療機関との連携 

 ⇒情報提供書でのやり取りが中心。主治医との連携は今後の課題。 

 

・認知症理解のための啓発の取り組みと課題 

 ⇒医療従事者や地域包括センターを対象とした研修会を主催。また、認知症サポー

ター養成講座を積極的に行っており、認知症センターができて 20年以上となる中、理

解は進んでいる。 

  

＊考察 

 丹波地域の認知症専門の医療機関ではあるが、篠山市民の利用が少ない現状は課題

があると考える。また、近年では、早期発見・早期治療のケースが増えているとの傾

向は、これまでの認知症への理解と啓発の取り組みの成果であると言える。行政や医

療機関、福祉機関の連携が、早期治療のカギであり、今後の課題である。 

 今回の調査から得た課題を踏まえると、身近な距離にある医療機関において、認知

症センターの機能をもつことが、望ましいかたちであると考える。市の福祉施策の状

況を鑑みながら、研究を続けたい。 

 




